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脳卒中・心臓病等総合支援センター（京大病院） における脳卒中患者支援状況（2024年8月～2025年7月）
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⚫ 支援内容別状況（件） 1医療連携・地域連携パス

2リハビリテーション（外来含む）

3心理サポート

4両立支援（仕事・就労・復職）

5両立支援（就学・復学支援）

6緩和ケア（アドバンス・ケア・プランニングを含む）

7疾病情報の提供（予防・診断・治療等ついて）

8
医療・介護・障害福祉の連携に有用な
社会システムの提供

9経済的問題（または不安）への支援

10障害者手帳認定の支援

11家族支援

12患者会・家族会との連携（ピアサポート）

13訪問診療・訪問看護または在宅療養

14主治医やかかりつけ医への不満

15食事栄養指導

16服薬上の問題点

17受診中断者への支援

18小児支援

19その他

京都府の急性期脳卒中患者数（日本脳卒中学会）

6120名（2023年）・ 6477名（2024年）

脳卒中・心臓病等総合支援センター
単一機関で実施可能な相談支援は
疾患発生数と比較すれば、限られている

脳卒中・心臓病等総合支援センターがハブとなり、

各医療機関が、自院かかりつけ患者に対して
標準化された情報提供・相談支援をできる
体制の構築が目標！



脳卒中・心臓病等総合支援センターに求められるもの

相談支援

情報提供

どの医療機関においても、それぞれのかかりつけ患者・家族に対して
同じ情報・同じ支援ができる体制の整備

ネットワーク構築 地域・多職種連携による情報共有を社会実装する

• 県内施設のハブとして！支援情報の標準化・共有

点（特定の医療機関）ではなく、面（地域のチカラ）で支える



サンナイ会とは、脳卒中に 『ならない（予防）・手遅れにならない

（急性期治療）・まけない（リハビリ）』 をコンセプトとする

患者・家族・市民向け情報発信の場

各病院が、自院かかりつけ患者と家族を対象として
それぞれの「脳卒中サンナイ会」を組織（現在1２病院）

⇒ 毎月のNews letterで京都府内の脳卒中患者・家族に標準化された情報提供

KYOTO 脳卒中サンナイ会 参画医療機関
（2025年12月現在）

• 宇治徳洲会病院
• 京都医療センター
• 京都済生会病院
• 京都市立病院
• 京都田辺中央病院
• 京都第一赤十字病院
• 京都第二赤十字病院
• 京都大学医学部附属病院
• 京都府立医科大学附属病院
• シミズ病院
• 蘇生会総合病院
• 康生会武田病院

（五十音順）





京都府PSC会議（診療責任者会議）

• 第1回 2022-10-07
• 第2回 2022-12-02
• 第3回 2023-03-03
• 第4回 2023-06-09
• 第5回 2023-09-15
• 第6回 2024-01-19
• 第7回 2024-04-19
• 第8回 2024-06-28
• 第9回 2024-10-04
• 第10回 2025-01-24
• 第11回 2025-04-19
• 第12回 2025-07-25
• 第13回 2025-11-28
• 第14回 2026-02-27

大学医局や診療科（内科・脳外科）
急性期/回復期にかかわらない
京都府脳卒中one teamの確立

PSC・回復期併設施設 回復期リハビリテーション病院

医仁会武田総合病院

宇多野病院

京都大原記念病院

山城総合医療センター

京都近衛リハビリテーション病院

京都岡本記念病院

鞍馬口医療センター

京都中部総合医療センター

京都民医連中央病院

京都博愛会病院

宇治リハビリテーション病院

京都ルネス病院

京都田辺記念病院

京都久野病院

十条武田リハビリテーション病院

六地蔵総合病院

京都リハビリテーション病院

丹後中央病院

京都きづ川病院

洛和会音羽リハビリテーション病院

市立福知山市民病院

がくさい病院

京都協立病院

壬生大路病院

蘇生会総合病院

学研都市病院

脳神経リハビリ北大路病院

京都武田病院

京都からすま病院

洛西シミズ病院

京都民医連あすかい病院

京都府脳卒中連携
回復期リハビリテーション病院診療責任者会議

• 第1回 2024-09-09
• 第2回 2024-11-25
• 第3回 2025-03-03
• 第4回  2025-07-07
• 第5回 2025-12-01
• 第6回 2026-03-02

脳卒中・心臓病等総合支援センター（京大病院）をハブとした
脳卒中急性期・回復期リハビリテーション病院 50病院すべての連携

脳卒中急性期・回復期施設間連携



SCPA Japan京都府支部

• 一般社団法人 京都府医師会 かかりつけ医
• 公益社団法人 日本脳卒中協会京都府支部 専門医
• 一般社団法人 京都医療ソーシャルワーカー協会 MSW
• 公益社団法人 京都府介護支援専門員会 ケアマネジャー
• 一般社団法人 京都府理学療法士会 理学療法士（PT）
• 一般社団法人 京都府言語聴覚士会 言語聴覚士（ST）
• 一般社団法人 京都府作業療法士会 作業療法士（OT）
• 一般社団法人 京都府薬剤師会 かかりつけ薬局薬剤師
• 一般社団法人 京都府薬剤師会 病院診療所部会 病院薬剤師
• 公益社団法人 京都府栄養士会 栄養士
• 公益社団法人 京都看護協会 看護師
• 京都精神保健福祉士協会 京都精神保健福祉士(PSW)

• 第1回 2023-01-19
• 第2回 2023-03-23
• 第3回 2023-06-22
• 第4回 2023-06-09
• 第5回 2023-09-20
• 第6回 2023-12-20
• 第7回 2024-03-13
• 第8回 2024-06-12
• 第9回 2024-09-11
• 第10回 2024-12-11
• 第11回 2025-03-12
• 第12回 2025-07-09
• 第13回 2025-10-08
• 第14回 2026-01-14

脳卒中・心臓病等総合支援センター（京大病院）をハブとした
脳卒中の医療・ケアに関わる各職種の連携

他職種との
• 情報共有
• 意見交換
• アクションブラン提案

SCPA-J都道府県支部設置37都道府県
（2025年10月1日現在）



PSC 脳卒中相談窓口

脳卒中F/U外来 担当医

• 画像検査
• 循環器病療養指導
• 服薬内容確認など

かかりつけ医

• 療養・生活指導 など

• 処方
• 血液検査

脳卒中の生活期（維持期）における
連携主治医制のシステマティックな導入

（年 1-2回程度）

かかりつけ医療機関

（月1回 程度）

自宅に退院する
脳卒中生活期（維持期）患者

相談支援・情報提供

ふたつの
通院先

京都府医師会との連携による生活期 脳卒中医療体制の構築



⚫ 登録された医院情報がリストになり、検索ツールとともに京都府内49病院の脳卒中相談窓口で共有

約

90 機関

脳卒中生活期連携主治医制度とかかりつけ医登録（京都府医師会との連携）



脳卒中生活期連携主治医制（かかりつけ医登録）：2026-1-19現在

京都市 ： ７３ 機関

⚫ 左京区 20

⚫ 北区 13

⚫ 中京区 12

⚫ 上京区 10

⚫ 伏見区 4

⚫ 下京区 4

⚫ 右京区 5

⚫ 西京区 2

⚫ 南区 1

⚫ 山科区 2

宇治市 6

城陽市 1

精華町 2

長岡京市 1

向日市 3

舞鶴市 1

福知山市  ２

計

90
機関

73

17

木津川市 1



脳卒中生活期における連携主治医制

～各病院・各領域で推進されている連携主治医制と 何が異なるのか？～

1. 脳卒中生活期 かかりつけ医登録

2. 京都府医師会と府内すべての脳卒中医療機関の連携
（単一の医療機関とと関係かかりつけ医だけの連携ではない！）

3. 脳卒中相談担当MSWによる情報連携
 （医師の紹介状だけはなく、多職種による情報の共有！）

脳卒中生活期かかりつけ医は 患者に最も近い脳卒中相談窓口！

（その整備・連携のハブとなるのが、脳卒中・心臓病等総合支援センター）



府医師会と府内すべてのPSC/回リハによる脳卒中地域連携の会
～脳卒中生活期かかりつけ医登録の促進～

参加登録者 215名



脳卒中生活期におけるかかりつけ薬局登録（with 京都府薬剤師会）

回復期

リハビリテーション病院

かかりつけ医

PSC（一次脳卒中センター）

● 連携主治医制度を説明

● かかりつけ医を確認・紹介

● かかりつけ薬局・薬剤師を確認・紹介

● 退院時情報

● かかりつけ医情報

● PSCのF/U外来医情報

● 日常のフォローアップ（月1回程度）

● 療養・生活指導

● 処方

● 血液検査・心電図 等

● 調剤

●  服薬指導

● 訪問指導

情報共有

自宅退院する
服薬指導が必要な患者・家族等に

● 退院時情報

● PSCのF/U外来医情報

● かかりつけ薬局情報

かかりつけ薬局・薬剤師

脳
卒
中

生
活
期
に
お
け
る
か
か
り
つ
け
薬
局

登
録
の
ご
案
内

京都府内 薬局等対象

脳卒中生活期におけるかかりつけ薬局登録について

脳卒中生活期におけるかかりつけ薬局制度にご登録いただいた情報は、 京都府内全ての一次脳卒中
センター（ PSC） および回復期リハビリテーショ ン病院等において、 患者さん・ ご家族等への情報
提供・ ご紹介等に活用させていただきます

また、 脳卒中生活期におけるかかりつけ薬局ネッ ト ワークの一員として、 各種必要な情報等お届け
させていただきます

脳卒中は、 急性期を乗り越えた後も、 後遺症への対応や再発予

防など、 長期にわたる継続的なケアが求められる疾患です。 その
ため、 地域医療全体で包括的な医療体制を構築することが重要と
なり ます

京都府では、 京都府医師会、 地区医師会、 京都府一次脳卒中セ

ンター会議、 京都府脳卒中回復期リハビリ テーショ ン病院診療責
任者会議が連携し 、 シームレスな医療提供を目指した連携体制
（ 脳卒中連携主治医制） が構築されつつあります

こ の連携体制の一環として、 『 脳卒中生活期におけるかかりつ

け薬局制度』 が京都府薬剤師会や地域薬剤師会と連携して開始さ
れます。 かかりつけ薬局は、 急性期・ 回復期医療機関やかかりつ
け医と連携・ 情報共有を行いながら、 患者さんへの薬剤情報提供
や服薬支援を行います

地域におけるシームレスで包括的な医療体制を共に支える担い手
として、 ぜひ本制度にご登録く ださい

問い合わせ先： 京都大学医学部附属病院 脳卒中療養支援センター 📞 075-751-3013

かかりつけ薬局 登録フォーム

登録はこちらから

ご登録いただく 情報（ 例）

〇 薬局基本情報 ： 薬局名・ 住所・ 連絡先 等

〇 対応可能な事項 ： 在宅対応・ 夜間休日対応・ 服薬フォローアッ プ 等

ht t ps: //f orms. gl e/XWXqj bi aPesBgd119

主な登録情報

✓薬局情報

✓対応可能な連絡手段、時間帯

✓在宅対応可能

✓夜間休日対応可能

✓服薬フォローアップの方法



かかりつけ薬局登録状況：2026-1-19現在

京都市 ： 30 件

⚫ 左京区 7

⚫ 北区 5

⚫ 上京区 2

⚫ 中京区 1

⚫ 伏見区 2

⚫ 下京区 2

⚫ 東山区 １

⚫ 西京区 3

⚫ 南区 2

⚫ 山科区 5 計

53
件

八幡市   5

城陽市 1

宇治市 4
向日市 1

長岡京市 2

京田辺市  6

木津川市 1

精華町 1

亀岡市 1

宇治田原町 １

30

23



京都府脳卒中相談窓口連携会議の設立

⚫ 京都府内すべての一次脳卒中センター（PSC）、回復期リハビリテーション病院 50機関から

担当者（主に医療ソーシャルワーカー、退院支援看護師、事務等）が選出され、

『脳卒中相談窓口連携会議』を設立

府内カバー率：100 %

脳卒中相談窓口連携会議

• 第1回 2023-05-31
• 第2回 2023-09-07
• 第3回 2024-01-11
• 第4回 2024-05-14
• 第5回 2024-07-31
• 第6回 2025-02-05
• 第7回 2025-08-04
• 第8回 2026-02-05

⚫ 2023年度から3-4カ月に一度の頻度で、定例会（Zoom）を実施
⚫ 患者支援に必要な情報の作成・共有



SCPA-Japan府県支部と脳卒中相談窓口連携会議をプラットフォームにした
専門職種情報の提供

A病院

B病院

C病院

D病院

MSW

MSW

MSW

MSW

脳卒中相談窓口連携会議

脳卒中相談窓口
における支援に利用

脳卒中相談窓口
における支援に利用

脳卒中相談窓口
における支援に利用

脳卒中相談窓口
における支援に利用

専門職種のアイデア・情報 を どの病院の脳卒中相談窓口でも情報提供

MSW

専門職種からの情報提供 ⚫ 脳卒中生活期連携主治医制 （かかりつけ医登録）
⚫ 脳卒中生活期かかりつけ薬局 登録
⚫ 装具作成外来 リスト
⚫ 摂食嚥下外来リハ病院リスト
⚫ 自動車運転再開支援リハ病院リスト



脳卒中連携薬剤師会議

• 第1回 2023-11-03
• 第2回 2024-03-22
• 第3回 2024-07-03
• 第4回 2024-11-12
• 第5回 2025-03-12
• 第6回 2025-07-18
• 第7回 2025-10-03
• 第8回 2026-01-30

• 第1回 2024-12-10
• 第2回 2025-05-28
• 第3回 2025-12-25

脳卒中・心臓病等総合支援センターをハブとした
脳卒中急性期・回復期リハビリテーション病院 50病院すべての連携

各職種の脳卒中急性期・回復期施設間連携

脳卒中相談窓口連携会議

• 第1回 2023-05-31
• 第2回 2023-09-07
• 第3回 2024-01-11
• 第4回 2024-05-14
• 第5回 2024-07-31
• 第6回 2025-02-05
• 第7回 2025-08-04
• 第8回 2026-02-05

両立支援セミナ―
第1回 2024-01-22
第2回  2024-06-27
第3回  2025-01-16
第4回  2025-07-11
第5回 2025-11-27

脳卒中連携看護師会議

• 第1回 2024-03-22
• 第2回 2024-09-20
• 第3回 2024-12-06
• 第4回 2025-02-28
• 第5回 2025-05-27
• 第6回 2025-09-08
• 第7回 2026-04-17

脳卒中連携看護師セミナ―
第1回 2025-05-30
第2回 2026-06-27

脳卒中連携栄養師会議

• 第1回 2025-09-24

脳卒中連携理学療法士会議

• 第1回 2025-09-30
• 第2回 2026-03-17

脳卒中連携作業療法士会議

• 第1回 2025-12-01

脳卒中連携言語聴覚士会議



相談窓口連携会議が多職種連携の
プラットフォームに

MSW
相談窓口
連携会議

薬剤師連携

看護師連携

栄養士連携

医師連携（施設長会議）

リハ担当連携

脳卒中生活期支援に向けた各職種連携の展開（京都府）

脳卒中生活期かかりつけ医登録
情報共有に関するアンケート

看護サマリー記載項目標準化

薬剤情報連携項目標準化・
脳卒中生活期かかりつけ薬局登録
情報共有に関するアンケート

栄養情報連携 項目標準化
地域連携パスに関わる

アンケート

地域連携パスに関わる
アンケート

各職種において、情報提供項目の標準化プロセスが進行中



急性期病院

回復期病院

維持期・生活期施設

脳卒中療養相談士
（看護師）

連携による 意思決定支援のバトンの共有

A病院 B病院 C病院

X病院 Y病院 Z病院

脳卒中療養相談士
（看護師）

脳卒中療養相談士
（看護師）

脳卒中療養相談士
（看護師）

脳卒中療養相談士
（看護師）

脳卒中療養相談士
（看護師）

京都府脳卒中連携看護師会議with （公社）京都府看護協会

看護サマリーに関する標準化



回復期看護サマリー 情報提供推奨項目

退院時の患者情報
傷病名と入院期間、治療・リハ概要、退院時ADL、継続必要な医療処置・看護ケア、合併疾患、服薬・摂食
栄養の問題点

退院後の医療・支援情報
社会支援の情報、かかりつけ医・専門外来・薬局情報、地域包括支援センター / ケアマネジャー 情報

退院後の生活に関する事項
症状・病状の予後予測と予防、在宅生活イメージの共有、在宅復帰条件、必要なケアプラン

病状理解・受容
病名告知の有無、回復期での説明内容、患者・家族の病状理解と受け止め方、意向確認

今後の療養希望
医療・ケアへの希望、退院後生活への不安や希望、就労支援の要否



2. 脳卒中発病後のACPに関する啓発冊子（脳卒中サポートノート）の紹介

1. 意思決定支援啓発動画（日本脳卒中学会・協会作成） 視聴勧奨

自宅退院予定の患者・家族等への意思決定支援啓発

令和５年度厚労科研費FA-1018

回復期以降の循環器病に対する多職種連携による患者支援体制の充実・普及に資する研究

意思決定支援アクションプラン2025/2026

『今回の脳卒中をきっかけに、
今後のこと（特に再発したときのこと）を考えてみませんか？』
＝脳卒中発病後のACP

（日本脳卒中学会作成）



脳卒中・心臓病等総合支援センター

令和6年度採択 12都道県

令和5年度採択 15府県

令和4年度採択 10府県

循環器病対策推進 基本計画の患者支援に関する重点施策を

各都道府県のハブとなって行政・地域医療機関・各団体と連携して進める

22

令和7年度採択     10県

厚労省 循環器病総合支援委員会（委員長 宮本享）

2025年度に全都道府県に設置され、
脳卒中・心臓病等総合支援センター事業は
新しいステージに入りつつある



新たなステージに入った脳卒中・心臓病等総合支援センター事業

1 脳卒中・心臓病等総合支援センタービジネスモデルの明確化
（2025年9月循環器病総合支援委員会・10月循環器病対策推進協議会）

2 脳卒中・心臓病等総合支援センター事業予算の重要性に関する認識共有

3 脳卒中・心臓病等総合支援センター整備指針（2026年2月25日発出）

4 令和8年度厚生労行政推進調査事業指定班
「脳卒中・心臓病等総合支援センターの実態把握及び患者支援体制の充実に資する研究」



https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_62858.html https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_64773.html



京大病院 脳卒中療養支援センター がハブとなり、京都府内の・医療機関等を対象に主催した各職種連携会議・セミナー

⚫ 2024年8月～2025年7月（1年間）における実績 （32回・参加人数合計 2010名）
① 職種別・多職種連携会議 ： 京都府対象

会議名称 相談窓口
連携会議

PSC
責任者会議

回復期
責任者会議

連携
薬剤師会議

連携
看護師会議

連携
栄養士会議

SCPA-
Kyoto

合計

開催回数 2 3 4 2 4 3 4 22

参加人数計(人） 100 60 80 70 200 105 80 695

MSW             PSC医師 回復期医師 薬剤師 看護師 栄養士 多職種

② ナレッジ共有・啓発 （両立支援セミナー） ： 京都府対象

◼ 2025.1： 脳卒中後の運転再開支援

◼ 2025.7： ADL自立患者の高次脳機能障害と復職支援

8回・参加数 1080名

③ 職種連携・地域連携・公開講座 ： 京都府対象 6 全国対象 ２

⚫ SCPA 京都支部事業報告会（2025.2）
⚫ 第二回京都市北部エリア地域連携の会（2025.4）
⚫ 京都府連携看護師会議セミナー（2025.5）

⚫ SCPA Japan事業報告会 （2024.9）
⚫ 両立支援調査2023 中間報告シンポジウム（2025.3）
⚫ 脳卒中相談窓口連携会議 全国大会2025（2025.6）

⚫ 市民公開講座（京都府・医師会・府立医大・京大共催：2025.2）
⚫ もやもや病ピアサポート in Kyoto2025 （2025.3）

2回・参加数 235名

22回・参加数 695名

ハブとなるためには、専従職員が必須！



令和7年度 脳卒中・心臓病等総合支援センター事業費
（R4-6年度採択37都道府県） 2025日本脳卒中学会調査

事業費≧1500万

1500万＞事業費≧1000万

1000万＞事業費≧500万

500万＞事業費≧100万

100万＞事業費≧50万

事業費なし

予算折り合わず施設辞退

0 2 4 6 8 10 12 14

都道府県数

都道府県数

事業継続に必要予算（ 1000万円/年以上）が
確保されているのは13都道県のみ

専従職員2名（脳・心各1）の雇用下で
事業展開が困難な12府県

専従職員の雇用困難な6県

予算に基づく総合支援センターとしての
事業が不可能な5府県

京都府 800万



R4-6年度採択37都道府県の中で、
事業継続に必要な予算（ 1000万円/年以上）が
確保されていないのは 24府県

令和7年度 脳卒中・心臓病等総合支援センター事業費

く500万

く1,000万

く100万

岩手県 384万

山形県 880万

茨城県 800万

栃木県 400万＊

群馬県 900万

埼玉県 0

予算が折り合わず施設辞退

富山県 50万
長野県 935万

奈良県 720万

福井県 915万

三重県 500万

京都府 800万

大阪府 0

石川県 700万

和歌山県 220万

兵庫県 900万

香川県 180万

岡山県 400万

愛媛県 0

鳥取県 786万

山口県 517万

鹿児島県 254万

専従職員2名（脳・心各1）の雇用は困難な12府県

専従職員は雇用困難な6県

＊ R6年度予算（本年度予算未定）

2025日本脳卒中学会調査

山形県・茨城県・群馬県・長野県・石川県・福井県・
三重県・京都府・奈良県・兵庫県・鳥取県・山口県

岩手県・栃木県・和歌山県・岡山県・
香川県・鹿児島県

予算に基づく総合支援センターとしての
事業が不可能な4府県

埼玉県(0)・富山県(50)・大阪府(0)・
愛媛県(0)

神奈川県



超党派 脳卒中･循環器病対策フォローアップ議員連盟決議書（令和7年11月27日） 

脳卒中・心臓病等総合支援センターは、４７都道府県に設置さ
れたものの３割弱の都道府県でのみで専属の人材を確保す
る予算が確保されているにすぎず、全国的に均一的な施策が
取れている状態ではない。



脳卒中・心臓病等総合支援センター事業が持続可能であるためには

① 都道府県行政の支援（適切な事業予算）

② ハブとしての総合支援センターの力量

が両翼のエンジン

いずれが欠けても
片肺飛行で、長持ちません！

いずれも 無ければ
全く飛べません！

脳卒中・心臓病等総合支援センター

ハブとなるためには



脳卒中・心臓病等総合支援センターの整備指針 

京都府からの予算（R7年度 400万円）だけで
脳卒中・心臓病等総合支援センター専従職員を雇用することは困難で
雇用並びに諸事業の実施も持ち出し状態です



連携統括WG

脳卒中SWG 心臓病SWG

47都道府県の総合支援センター
脳卒中領域責任者

47都道府県の総合支援センター
心臓病領域責任者

循環器病総合支援委員会

日本脳卒中学会 日本循環器学会

連
携

連
携

脳卒中・心臓病等総合支援センターの実態把握
及び患者支援体制の充実に資する研究（主任研究者：宮本 享）

総合センター事務局SWG

予算等を含む運営体制が
見える化される



（２） 複数県における総合支援センターをハブとした事業

対策推進基本計画にある患者支援施策の
実効性あるビジネスモデルを提言・実践脳卒中領域

① 23宮本班 両立支援調査2023-2025(31道府県）の継続展開
～11都府県における両立支援調査2026の実施～

② 社会連携による 高次脳機能障害脳卒中患者復職支援事業
（京都府・岩手県・栃木県・徳島県）

• 42都道府県におけるMSW地域連携（脳卒中相談窓口連携会議）の展開

• 脳卒中連携看護師会議による意思決定支援の環境醸成

③ 23宮本班 意思決定支援アクションプラン2025/2026(12府県）の他都道府県展開

• 行政・商工会議所等 産業界との連携による ピアサポー
ト• 退院時高次脳機能障害スクリーニングの県内展開（Restart Job Project)

令和8年度厚生労行政推進調査事業指定班 「脳卒中・心臓病等総合
支援センターの実態把握及び患者支援体制の充実に資する研究」



 日常生活が自立し、自宅退院が予定されている脳卒中患者において、
復職に関連する高次脳機能障害の特徴を明らかにする

 復職支援に必要な高次脳機能障害のスクリーニング検査を明らかにする

① 退院前に神経心理学的検査セットを実施（約60分）

② 退院後1年の時点で、就労状況に関する
自記式アンケート調査を実施

目 的

Restart Job Kyoto 研究

調査

京都府 脳卒中診療病院の共同研究Research of Stroke associated Cognitive Dysfunction Before 
Returning to Job



脳卒中・心臓病等総合支援センターと
Stroke 3 Japan（Kyoto)の共催

産業界の後援

行政の後援

産業界も脳卒中になった従業員の復職を
支援しているという大きなメッセージ

協賛企業（2026年２月10日現在）

2026年5月16日（土）14:00-17:00 京都大学医薬総合研究棟



もやもや病と先天性心疾患が主な対象



もやもや病就学支援にかかわる医療と教育現場との連携

京都府副知事

教育行政との連携

京都府庁 京都市役所
教育現場との連携

もやもや患児が在籍する学校教員とのweb会議

患者家族を介さない
教育現場と医療側の情報共有
• 学校側の指導方針の確立



1. 2024年2月26日 京都市教育委員会＋5小学校・4中学校

2. 2024年5月27日 京都市教育委員会＋2小学校

3. 2024年10月4日 京都府教育委員会＋2高校・1支援学校

4. 2025年2月7日 京都市教育委員会＋5小学校・3中学校

5. 2025年2月18日 KUHPmoya企画 3小学校（東京・静岡・滋賀）・2中学校（静岡・和歌山）

6. 2025年7月2日 京都市教育委員会＋4小学校・2中学校

7. 2025年9月11日 KUHPmoya企画 教育委員会（和歌山）・小学校（大阪）・2中学校（静岡・岡山）

8. 2025年11月5日 INFOmoya企画 ＋富山大・川崎医大かかりつけ患者就学校

9. 2026年2月3日 京都市教育委員会＋京都市小学校・中学校

10. 2026年3月5日 KUHPmoya企画

「医療ー教育連携による就学支援」
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